
 

地域のみなさんと公園づくりをしています！ 

喜沢２丁目児童遊園地公園づくりニュース 第 2 号

第２回目のワークショップは「公園プランを完成させよう！」というテーマで、第１回ワーク

ショップで意見交換を行った内容を踏まえ、見直した計画案について説明しました。

第２回 喜沢２丁目児童遊園地ワークショップを開催しました！ 

「公園プランを完成させよう！」 

こんな意見が出ました！ 
見直した計画案を基に意見交換を行い、みなさんで意見を共有しました。 

以下に一例をご紹介します。 

連絡先 

戸田市役所 環境経済部 みどり公園課 公園担当 電話：048-441-1800 FAX：048-433-2200 

【見直した計画案の整備メニュー】 
〇舗装の改修 ダスト舗装からクレイ舗装に改修する。 

従来のダスト舗装と比べ、埃が舞いにくく、また水捌けが良く児童が転倒したときにケガをしにくいクレイ舗装

を採用した。 

〇外周フェンスの設置 

・西側民地隣接部のフェンスを高さ 3ｍから 5ｍに改修する。

・東側民地隣接部のフェンスを高さ 2ｍで連続させる。

・北側市道の公園出入口部は、公園の見通しを考慮し、高さ 1.2ｍのフェンスを計画した。

・喜沢２丁目会館前にフェンスと門扉を計画した。 

〇カーテン式ネットの設置 

多目的広場のちびっ子プール側にカーテン式ネットを計画する。カーテンは中央から左右に開閉できるものと

し、中間の柱は設置しない構造とした。朝 開けて 夕方 閉める管理運用とし、夜間の広場利用は無しとする。 

〇ちびっ子プールの外柵改修 

ちびっ子プールの外柵を強度のある高さ 1.1ｍのフェンスを計画した。 

〇樹木の伐採 

保存樹木は、ケヤキの老木は伐採する方針とし、クスノキのみ保存する計画に見直した。 

〇遊具（既存利用） 

複合遊具、ブランコ、砂場の既存遊具は、既存利用とする。 

〇休憩施設の設置 

アリスの広場の低木類を伐採し、遊具を見渡せる位置にパーゴラ（日陰棚）とベンチを計画した。

戸田市では、公園の機能と役割を市域全体で整理するとともに、公園が持つ潜在的な魅力を

引き出すことを目的に公園リニューアル計画を策定しました。 

喜沢 2 丁目児童遊園地は、下戸田地区で開設から 50 年以上経過し施設も老朽化していま

す。ボール遊びによる施設の破損や騒音にも悩まされており、それらの対策や防災機能を高め

ることにより、さらに利用しやすくなり、様々な賑わいのポテンシャルが高まると考え、リニ

ューアルのモデル公園に選定しました。 

喜沢２丁目児童遊園地をリニューアル整備するにあたり、地域住民のみなさんの声を反映し

て整備計画を作成したいと思い、公園づくりワークショップを開催するに至りました。ワーク

ショップは２回実施し、11 月２６日に第 2 回ワークショップを開催いたしました。

■多目的広場

カーテン式ネットは中間に柱のない構造で良い。

■出入口

・車止めの配置や個数は子供の飛び出し防止を踏まえ再検討する。車止め構造は着脱式とし、

下に落とすタイプがよい。

■クレイ舗装

・クレイ舗装の色は、現状のダスト舗装と同じで良い。

・色により雰囲気も変わるため、子供や皆さんの意見を聞いて決めたほうが良い。

■保存樹木

・保存樹木としたクスノキも根の浮き上がりがあるので伐採とする。

代わりに日陰となるパーゴラを設置する。

■ちびっ子プールの外柵とベンチ

・ちびっ子プールの外柵は、高さ 1.1ｍでは子供がのぼってしまうので高さ 1.8ｍとする。

・ちびっ子プールの前に計画したベンチは必要ない。


